
4．子育てを地域で支えるまち うらやす

（１） 子育てにやさしいまちづくりの推進

ハンドブック

発行部数
平成20年実績 ８，０００部 平成26年目標 ８，０００部

こども家庭課事業番号

事業番号 78

子育てエピソード

発行部数
平成20年実績 0 平成26年目標

平成23年度

実施状況と評価

育児に関する必要な情報を入手できる方法を拡大するため、市のホームページなどを活用した育
児に関する情報提供を行います。情報の更新、新規情報の追加など、情報提供の充実を図りま
す。

79 事業名 子育てハンドブックの作成・配付

平成24年度
事業予定と
今後の課題

引き続き、検討を重ねていく。

平成23年度

実施状況と評価

計画内容

実施・充実

広聴広報課によりツイッターによる情報提供により子育てに関する情報を発信しているが、育児
に関する必要な情報を入手できる方法を拡大するため、市のホームページなどを活用した育児情
報提供について前年度からの大きな変化はない。

【評価】
市のホームページにおける子育て支援情報の提供については、現在のホームページの枠組みで

可能な範囲で情報は発信しつづけている。

情報提供 平成20年実績 事業検討

母子保健サービスの流れや市内医療機関の紹介、経済支援、相談機関の紹介、関係公共機関の案
内等、就学前の子どもの育児に関する市の制度等を掲載したハンドブックを作成。また、東日本
大震災後の発行であったため、例年と異なり「災害を体験した子どもたちの心のケア」や市民の
経験談等を掲載した。

■平成24年3月末現在実績値 8,000部

【評価】
「災害を体験した子どもたちの心のケア」を掲載したことにより、震災後、不安を感じていた

保護者への参考資料となった。

妊娠がわかったときから、小学校入学までの行政情報の提供を目的としたハンドブックを作成
します。公募市民による子育てマップや、エピソードマンガの掲載も引き続き掲載します。エピ
ソードに関しては、一冊の冊子にまとめられる量に達したとき別冊を作成し、配布します。ま
た、広告を掲載し、広告料収入の確保を図ります。

平成24年度
事業予定と
今後の課題

引き続き実施していく。

３，０００部

計画内容

事業名 インターネットによる育児に関する情報提供の充実 関係各課担当課

担当課

平成26年目標
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平成26年目標 ３，６００ｍ

市内の保育園や幼稚園、小学校等で交通安全教室を実施し、交通ルール・マナーの向上を図
り、子どもの交通事故を減らします。また、警察などの関係機関と連携し、通学路への路面表示
や道路標識など交通安全施設の設置や補修を推進します。

施設整備 平成20年実績 実施 実施

事業名
交通バリアフリー基本構想によるバリアフリーの推
進

担当課

平成23年度

実施状況と評価

実績なし

■平成24年3月末現在実績値
①２基 ②3,420.8m

平成24年度
事業予定と
今後の課題

震災により壊れた箇所があることから復旧が必要となっている。

計画内容

交通バリアフリー基本構想に基づき道路特定事業計画を策定し、新浦安駅を中心とする半径１㎞
圏内の公共施設や商業地区への駅からの特定経路について、エレベーターの設置や、展示ブロッ
ク及び歩車道の段差、勾配の緩和等を推進します。

エレベーター
設置数 ①

平成20年実績 １基 平成26年目標 ２基

特定経路
整備延長 ②

平成20年実績 ３０ｍ

交通安全課

平成26年目標

平成24年度
事業予定と
今後の課題

○全小学校新入生及びより多くの保育園や幼稚園で交通安全教室を実施する。
○全小学生をはじめとした、児童・幼児を対象に自転車の交通安全教育を実施する。
○中学生及びその通学区域の住民を対象に自転車交通安全教室（スケアードストレイト）を実施
する。
○学校及び市民からの要望による交通安全施設整備を推進する。
○通学路の安全点検の実施

担当課事業番号

計画内容

交通安全教室及び交通安全施設整備の推進80 事業名

平成23年度

実施状況と評価

・交通安全教室 小学校（新入生対象）市内全18校・幼稚園11園・保育園11園
・自転車安全教室 （小学３年生対象）市内全18校
・交通安全施設整備 通学路標識補修 １基
・通学路の安全点検 交通安全対策協議会の学校部会・家庭部会委員（各小中学校）による通
学路の交通安全上の注意危険個所の点検

【評価】
交通安全教室、自転車交通安全教室を市内全小学校にて実施したことにより、交通安全意識が

向上した。
また、交通安全施設整備については、必要箇所への補修を実施した。

事業番号 道路管理課81

54



事業番号

平成23年度

実施状況と評価

母子健康手帳交付時にマーク入りのキーフォルダーもしくは車用ステッカーのいずれかを配布。
周囲への啓発として、イベント開催時にポケットティッシュとリーフレットを配布。

■平成24年3月末現在実績値
配布者1,544人

【評価】
マーク自体の周知は図られてきているが、妊婦への配慮のある行動には結びにくい状況であ

る。

平成24年度
事業予定と
今後の課題

イベントなどの様々な機会に、妊婦や子育て中の母以外の市民を中心に、マタニティーマークに
ついての周知を図る

計画内容

妊娠届出時に希望する妊婦にマタニティマークのキーホルダーを配布するとともに、公共機関、
飲食店等へのポスター掲示、公用車への啓発マグネットシートを貼付すること等により、市民へ
の啓発を図ります。同マークについては、各種母子保健事業等での周知を図り、妊産婦に対する
気遣いなど、やさしい環境づくりを推進します。

配付者数 平成20年実績 ２，７１８人 平成26年目標 推進

Ｈ２２新規事業

84 事業名 マタニティマーク普及事業

平成23年度

実施状況と評価
市としての事業実施はなかったが、市内でプレーパーク活動を行っている団体の後援を行った。

平成24年度
事業予定と
今後の課題

現在活動している団体は、小学３年生以下は中学生以上の大人の付添いが必要となっており、こ
どもが自主的に遊ぶ場としては乖離している。プレーパークの内容や対象者を精査していくこと
から検討していく。

担当課

平成23年度

実施状況と評価

特になし

【評価】
公園整備に関しては、予定通り進捗している。

平成24年度
事業予定と
今後の課題

東日本大震災により被災した公園の復旧。

健康増進課

平成26年目標 実施

地域の市民や団体が主体的に管理・運営する子どもの自由な遊び場であるプレーパークの整備
に向け、活動の中心となるプレイリーダーの養成や場所の選定を行います。

Ｈ２２新規事業 平成26年目標

計画内容

リーダー養成 平成20年実績

計画内容

庁舎建設に合わせ、防災機能を充実した浦安公園の整備に取り組むとともに、老朽化の進んだ
公園を地域住民の皆様の意見を伺いながら、より魅力的で安心して遊べる公園に再整備します。

公園面積 平成20年実績 ８０２，５２３㎡ 平成26年目標 ８１０，５７９㎡

公園の整備推進 担当課 みどり公園課事業番号

担当課 こども家庭課事業番号 83 事業名 【新規】 プレーパーク整備事業

82 事業名

１ヶ所場所の選定 平成20年実績
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延相談件数

平成24年度
事業予定と
今後の課題

市内在住・在学の青少年（小学生～２０歳未満）と保護者への相談周知を図り、相談活動の一層
の充実をめざす。また、青少年相談の周知を目的に、更なる広報活動に努めてゆく。

平成20年実績 ２６１件 平成26年目標 ３００件

平成23年度

実施状況と評価

青少年の問題行動や家庭・学校生活などに関する相談（電話及び来所）を家庭教育指導員（２
名）が受理し対応している。また、相談業務の充実のため、女性とこどものための相談機関をは
じめ関係諸機関との連携を図っている。

■平成23年度相談延べ件数（平成24年３月末日現在）
○電話相談 181件
○来所相談 151件
◎合 計 332件

■平成24年３月末現在実績値
①２人 ②332件

【評価】
相談対象者として市内在住・在学（小学生～２０歳未満）の青少年と保護者が見られる。
公立の義務教育段階を対象にした相談機関では対応できない方々の相談に対応することができ

た。

青少年センターにおいて、思春期の児童・生徒及びその保護者に対する相談体制の充実を図り
ます。

家庭教育指導員数 平成20年実績 ２人 平成26年目標 ２人

事業番号 86 事業名 【重点】 青少年センターの相談業務の充実 担当課 青少年センター

計画内容

１回／年

平成23年度

実施状況と評価

浦安市地域福祉計画に基づき、基本計画に掲げる「生き生きと暮らせる心のかよう健康福祉都
市」の実現に向け、市民が生涯を通じて心身ともに健康で明るく豊かな生活が送れるよう、さま
ざまな施策や事業を展開している。

【評価】
地域福祉計画に基づき、社会福祉協議会をはじめ市民、自治会、ボランティア、市民活動団

体、福祉サービス事業者などと連携し、地域福祉の推進に努めている。

平成24年度
事業予定と
今後の課題

本市は市街化や転入による人口の増加などから、地域の特性がそれぞれ異なる特性を有してお
り、それぞれの地域が抱える課題も異なっていることから、特性に応じた福祉施策を展開してい
く必要がある。

計画内容

｢生き生きと暮らせる心のかよう健康福祉都市｣の実現に向けて、市と市民、関係団体等の役割や
協働のあり方等を示すため策定した｢地域福祉計画｣に基づき、地域福祉を推進します。

進行管理 平成20年実績 Ｈ２１年度策定 平成26年目標

85 事業名 地域福祉の推進 担当課 社会福祉課事業番号

（２） 子どもの安全を見守る環境の整備
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６回

事業番号 87 事業名 青少年補導員活動の実施 担当課 青少年センター

市内に１０３名の青少年補導員を委嘱し、補導活動をはじめ、非行防止に視点をおいた青少年の
健全育成活動を推進している。
広く市民に健全育成を呼びかける街頭啓発活動（６月）、補導員活動を周知させるための一日補
導員キャンペーン（10月）、広報誌べかぶねの発行（1,800部×５回）、補導員資質向上のための
研修会（視察・講演会等４回）、補導員相互の情報交換のための中学校区ブロック会議（３回）
を実施した。

■平成24年3月末現在実績値
①103人 ②2回 ③5回

【評価】
街頭啓発、一日補導員キャンペーンでは広く市民に青少年健全育成への呼びかけを行うことが

でき、広報誌等を通じて周知を図った。また、研修会にも多くの参加を得た。ブロック会議で
は、地域の実態把握と補導員相互の意見交換ができ、行事等に見通しをもって取り組むことがで
きた。

また、うらやす復興祭にも参加し啓発物資の配布や会場内外のパトロールを行った。

計画内容

思春期の児童・生徒の非行の未然防止と健全育成の促進のため、青少年補導員活動を実施します

キャンペーン等回数 平成20年実績 ２回 平成26年目標 ２回

広報誌発行回数 平成20年実績

平成24年度
事業予定と
今後の課題

一日補導員キャンペーンでは、さらに多くの市民の参加を求めていく。研修会・ブロック会議で
は、補導員のより一層の情報交換・意見交換を推進していく。広報誌では、タイムリーな内容や
紙面の充実を図る予定である。なお、課題としては、いろいろな場面で市民に周知できるよう広
報活動の創意工夫を図っていきたい。

補導員数 平成20年実績 １０６人 平成26年目標 １１０人

平成26年目標 ６回

平成23年度

実施状況と評価
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今後も各中学校区において、引き続き登録者の促進を図る。

計画内容

子どもの安心・安全を確保するための緊急避難場所となる「いちょう110番」について、協力者
のより一層の確保と健全育成連絡会における地域への周知活動を進めます。

箇所数 平成20年実績 ６９７ケ所 平成26年目標 ８００ケ所

平成23年度

実施状況と評価

89 担当課 青少年課事業名 いちょう１１０番の充実

浦安市青少年健全育成連絡会が主体となって「いちょう１１０番の家」への市民の理解を得て協
力して頂ける家（個人・事業所を問わず）を増やしているが、実施から10年余り経過しており、
継続調査等を行った結果、かなりの減となったが、地域によってはマップを作るなど、子どもの
安全・安心の活動にも活用されている。

■平成24年3月末現在実績値
344箇所

【評価】
発足より10年余りが経過し、継続調査や登録者に異動等が生じたため減数となっているが、今

後も浦安市青少年健全育成連絡会の協力のもと、新たに登録いただける家や事業所等を徐々に増
やしていきたい。

事業番号

平成24年度
事業予定と
今後の課題

担当課 消防本部警防課

計画内容

普通救命講習等の応急手当方法の習得と普及を推進し、救命率の向上に努めます。

講習回数

事業番号 88 事業名 応急手当講習会の充実

平成20年実績

平成23年度

実施状況と評価

○普通救命講習Ⅰ 42回 498人
○普通救命講習Ⅱ 9回 110人
○上級救命講習 1回 15人
○その他の講習 56回 1,285人

■平成24年3月末現在実績値
① 107回 ② 1,893人

【評価】
平成23年度においても、従来どおり講習会を実施した。
前年度同時期と比較すると、講習回数は22％、受講者数は13％減少している。震災の影響が大

幅な減少の要因と考えられる。
しかしながら、自動体外式除細動器（ＡＥＤ）や応急手当に関する市民の関心は依然として高

く、講習開催頻度も震災前の状態に戻りつつある。
また、乳児及び小児を対象とした応急手当講習会の開催回数は、平成22年度は21回開催があ

り、平成23年度についても12月末現在で17回開催している。保護者の小児に関する応急手当の関
心は依然として高い。

平成24年度
事業予定と
今後の課題

ＡＥＤの普及に伴い市民の関心は依然として高く、応急手当講習会の申込が今後も大幅に減少す
る可能性は低いため、従来どおり講習開催を継続していく。
また、平成23年8月31日付けで、応急手当の普及啓発活動の推進に関する実施要綱の一部改正につ
いて、総務省消防庁より通知があり、平成24年度より新たな講習を行う予定である。

１７２回 平成26年目標 充実

充実受講者数 平成20年実績 ２，１２１人 平成26年目標
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平成23年度

実施状況と評価

平成24年度
事業予定と
今後の課題

今後も、自主防犯活動を行う団体が継続的かつ活発に活動できるように情報の提供や講習会の開
催、物資類の貸与を行うと供に、警察署や防犯協会、関係機関と連携を図り、自主防犯活動団体
の現状等の把握に努め、防犯活動の支援を図っていく。

事業番号

自治会、ＰＴＡなどの自主防犯活動を行う団体に対し、パトロール用品の支援をした。
防犯パトロール車及び防犯バイクの貸し出しを積極的に行った。
青色回転灯付車両を使用した防犯パトロールが効果的に行えるよう、青色防犯パトロー
ル講習会を開催し、許可団体の拡充を図った。

■平成24年3月末現在実績値
①396件 ②616人

【評価】
子育て支援総合計画に掲げる事業については、浦安市防犯計画の目標とする、「市民が安心し

て生活することができる地域社会の実現」につながることから、浦安市防犯計画の中で市の役割
と定めている児童の安全対策などの実施内容はおおむね評価できる。

計画内容

子どもをはじめとする市民の安全を確保するため、自治会やＰＴＡなどの各種市民団体や防犯ボ
ランティアが自主防犯パトロールを行います。「地域の安全は地域で守る」をスローガンに、市
民や関係団体が協働して、身近な地域の安全確保を推進します。

パトロール車
貸し出し件数

平成20年実績 ４１７件 平成26年目標 ６００件

ボランティア
登録者数

91 事業名 市民防犯パトロールの充実 担当課

５５７人 平成26年目標 ８００人平成20年実績

平成23年度

実施状況と評価

今川地区の街灯改修計画を検討する予定でしたが、事業費等の予算上の関係で実施できておりま
せん。

【評価】
平成22年度末に舞浜地区の街灯整備として28基を設置完了予定でしたが、整備箇所が震災によ

り被災したため、歩道の災害復旧後に実施する予定です。

平成24年度
事業予定と
今後の課題

震災の復旧工事を優先的に行うため、街灯新設の改修事業自体について再度検討していきます。

担当課 道路管理課

計画内容

灯具を見直し、新設や改修を行うことにより、子どもの夜間における安心歩行エリアの確保、地
球温暖化防止の二酸化炭素の削減を図ります。

事業番号 90 事業名 街灯新設改修事業

街灯設置数 平成20年実績 ５９基 平成26年目標 ３７５基

防犯課
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平成26年目標 ９００店

事業者パトロー
ル隊 ②

平成20年実績 ３９事業者 平成26年目標 ８０事業者

平成23年度

実施状況と評価

平成17年度から実施している「防犯かけこみ110番の店」及び「事業者パトロール隊」事業を継続
しい安全で安心なまち浦安の構築を図った。
浦安市防犯協会ホームページや「浦安市からの重要なお知らせ」メールサービスを活用し、犯罪
発生情報、防犯情報の提供を行った。

■平成24年3月末現在実績値
①618店 ②37事業者

【評価】
子育て支援総合計画に掲げる事業については、浦安市防犯計画の目標とする、「市民が安心し

て生活することができる地域社会の実現」にもつながることから、防犯計画に、市の役割として
定めている、情報の配信、児童の安全対策が遂行できていることからも評価できる。

計画内容

子どもをはじめとする市民の安全を確保するため、自治会やＰＴＡなどの各種市民団体や防犯ボ
ランティアが自主防犯パトロールを行います。「地域の安全は地域で守る」をスローガンに、市
民や関係団体が協働して、身近な地域の安全確保を推進します。

防犯かけこみ
110番の店 ①

事業番号 92 事業名 地域防犯ネットワークの構築 担当課 防犯課

平成20年実績 ７１４店

平成24年度
事業予定と
今後の課題

防犯かけこみ110番店舗、事業者パトロール隊の拡充と合わせ、これら協力者と連携強化を図って
行く。
浦安市からの重要なお知らせメール配信サービスの登録者が増加したことを受け、より以上に、
正確かつ迅速な情報の配信に取り組む。
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担当課 保健体育安全課

平成20年実績 １３校 平成26年目標 ２６校

事業番号 93 事業名 交通事故防止対策の充実

平成23年度

実施状況と評価

◇交通安全教育の充実
○ 春、夏・秋・冬の各交通安全運動の実施・・・市立全幼稚園、全小・中学校
○ 交通安全教室（正しい歩行）の実施・・・市立全小学校（18校）1年生児童1,776名
○ 自転車安全教室の実施・・・・市立小学校（18校）3年生児童1,878名

◇通学路の安全対策
○ 注意を要する交差点に交通整理員（警備員）配置・・・富岡交番前交差点他5箇所9名
○ ボランティアによる登下校時の交通誘導活動・・・交通安全推進隊員等
○ 通学路の安全点検の実施・・・交通安全対策協議会学校部会(小・中学校)員9月実施

■平成24年3月末現在実績値
①18校 ②18校

【評価】
◇実施内容の評価について

○交通安全教室、自転車安全教室の実施により児童等の交通安全意識が今まで以上に高まっ
た。

○交通整理員及びボランティアによる交通誘導中の交通事故及びトラブルの発生はなかった。
○自転車安全教室の完全実施・・全小学校１８校(3年生対象)が実施した。

◇今後の課題について
○保護者協力による交通安全指導の推進

児童・生徒の交通事故は登下校時より帰宅後、休業日の事故が多い。
○保護者協力によるヘルメット着装の推進

児童・生徒の交通事故報告件数の７割は自転車事故であり、そのほとんどがヘルメットを
着装していなかった。

計画内容

子どもの交通事故防止を図るため、各学校等において警察と連携した交通安全教室や自転車安
全運転教室を定期的かつ継続的に開催し、交通安全教育の充実を図るとともに、通学路の安全点
検を実施するなどして、市内の交通事情を的確に把握し、特に、交通事故の危険性が高い交差点
に交通整理員を配置するなどの対策を推進します。

交通安全教室
実施校数 ①

平成20年実績 １７校 平成26年目標 １８校

自転車安全運転
教室実施校数②

平成24年度
事業予定と
今後の課題

◇交通安全教育の推進 ※都市整備部交通安全課及び浦安警察との連携
○ 交通安全教室（正しい歩行）の実施・・・市立全小学校1年生
○ 自転車安全教室の実施・・・市立全小学校３年生、市立中学校（３校）
◇通学路の安全対策の推進

○ 通学路に交通整理員（警備員）配置・・・富岡交番前交差点他5箇所9名
〇 通学路の安全点検の実施・・・・・交通安全対策協議会学校部会
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事業番号 94 事業名 学校等防犯対策の充実 担当課 保健体育安全課

１８校

自転車安全運転
教室実施校数②

平成20年実績 ２５校 １４園 平成26年目標 ２６校 １４園

平成23年度

実施状況と評価

◇防犯教育の充実
○全小学校新入学児童を対象とする防犯教室（連れ去り防止）の実施・・全小学校18校
○不審者侵入を想定した防犯訓練の実施・・・・全小・中学校・幼稚園（26校14園）
○地域安全マップ作成・・・明海小学校

◇防犯体制の強化
○各小学校に警備員1名を配置・・・・全小学校18校
○防犯カメラの設置・・・・小学校6校、中学校3校、幼稚園4園

◇通学時の安全対策の推進
○児童の防犯ブザー携行による通学・・・携行率59.9%

■平成24年3月末現在実績値
①18校 ②26校 14園

【評価】
◇実施内容の評価について

○防犯訓練、防犯教室（連れ去り防止）、地域安全マップ作成等の防犯教育を推進することに
より教職員の危機管理意識の高揚及び児童等の危険予測・回避能力の向上が計られた。

○警備員の配置、防犯カメラの設置等防犯体制の強化および防犯ブザー携行による通学の実施
等により、児童等が被害者となる不審者侵入や連れ去り等の特異な事件の発生もなく児童等の安
全が確保された。
◇今後の課題について

○防犯ブザーの携行率のアップ・・中高学年児童携行低下が懸念される。(特に女子児童のアッ
プ)

○地域安全マップ作成の推進・・・震災等の影響もあり実施校が少なかった。

計画内容

子どもの安全確保を目的とし、警察と連携した実践的・効果的な防犯訓練、防犯教室の実施に
より、教職員の危機管理意識の向上と子どもの防犯教育の充実を図るとともに、市立全小学校へ
の昼間帯における警備員配置など防犯体制の強化、学校等の施設・設備の整備などの防犯対策を
推進します。また、学校、保護者、地域などと協力・連携を図り、通学路を含めた地域ぐるみの
安全・安心な学校づくりに取り組みます。

防犯教室
実施校数 ①

平成20年実績 １７校 平成26年目標

平成24年度
事業予定と
今後の課題

◇防犯教育の充実
○防犯教室（連れ去り防止）の実施(全1年生児童)
○不審者侵入を想定した防犯訓練の実施（全小・中学校・幼稚園）○地域安全マップ作成（全4

年生）
◇防犯体制の強化

○小学校への警備員配置（継続） ○防犯カメラ設置の推進拡充
○防犯ブザー携行による通学の実施（全児童）
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担当課 防犯課

平成20年実績 ５６事業 平成26年目標 １３０事業

事業番号 95 事業名 移動防犯活動事業

平成23年度

実施状況と評価

防犯指導員(警察官OB)を非常勤職員として採用し、年間を通して防犯教室(不審者対応訓練、児童
連れ去り防止教室)を実施するとともに、移動防犯車による定期的な防犯活動の実施や防犯相談、
犯罪発生情報の提供、収集、地域との合同パトロール、さらに警察署や地域とのパイプ役として
活動を行った。
防犯教室については、小学校、幼稚園、保育園、児童育成クラブなどを対象として開催
しており、児童や職員などの防犯に対する指導を行い、防犯教育を行っている。
また、移動防犯車を活用した防犯事業では、防犯に関するビデオなどの上映や啓発活動などを行
い、市民の防犯意識の高揚を図っているほか、市や各種団体が開催するイベントなどで移動防犯
車を展示し啓発を行った。
高洲移動防犯ステーションでは、防犯用具などの展示を行っている。

■平成24年3月末現在実績値
①43回（うち連れ去り防止教室27回） ②29事業（移動防犯車出動回数40回）

【評価】
3月11日の震災により一時的に高洲移動防犯ステーションが使えなくなったほか、移動防犯車を

活用した移動防犯事業が公園などが使用できず実施回数が減った。そのため、パトロールなどを
強化し災害に乗じた犯罪などの発生抑止に努めたところであるが、23年末までに犯罪認知件数を
2,500件以下にする目標の達成はかなわなかったものの、7年連続での犯罪認知件数の減少が図れ
た。

計画内容

特別防犯指導員（警察官OB）を雇用し、年間を通して防犯相談や防犯教室、地域パトロール、
地域とのパイプ役として活動します。また、平成23年度には、高洲地区公民館複合施設内に移動
防犯事業の拠点を開設し、移動防犯事業の一層の充実を図ります。

防犯教室
実施校数 ①

平成20年実績 ６５回 平成26年目標 ７０回

移動防犯
事業数 ②

平成24年度
事業予定と
今後の課題

移動防犯事業の実施回数の拡充、高洲移動防犯ステーションの活用の充実を図っていく
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事業番号 96 事業名 防犯かわら版の運用・犯罪情報の配信 担当課 防犯課

実施 平成26年目標 継続

防犯発生状況の
配信 ②

平成20年実績 実施

平成24年度
事業予定と
今後の課題

防犯かわら版については、23年度をもって事業廃止となった。

平成26年目標 継続

平成23年度

実施状況と評価

市内で発生した犯罪情報や緊急情報、防犯関連情報を浦安駅、新浦安駅、舞浜駅に設置した大型
モニターに配信し市民に提供した。
なお、内容の更新については、原則として毎日(土日祝日は除く)更新し、ひったくり、変質者情
報などの緊急情報について、テロップを利用し配信した。

■平成24年3月末現在実績値
①継続(配信日数235日） ②継続（配信回数38回）

【評価】
平成23年度については、3月11日の震災翌日から、犯罪発生情報を一時休止して、災害対策本部

の発表する震災に関する情報に切り替え、5月中旬まで配信を行ったことから、防犯かわら版の活
用の充実が図られた。

計画内容

市内で発生した犯罪情報や緊急情報、防犯関連情報を浦安駅、JR新浦安駅、舞浜駅に設置したモ
ニターで市民に提供するとともに、不審者情報やコンビニ強盗事件発生などの緊急情報は事実を
確認後、画面下のテロップで提供します。また「市からの重要なお知らせ」メールでも配信しま
す

防犯かわら版の
運用 ①

平成20年実績
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担当課 防犯課

計画内容

青色回転灯を装備した車両による市内パトロール（委託）を継続し、子どもの安全を確保する
とともに、地域で防犯活動を行っている自治会やPTA等の団体に対し、中学校区を一区域として防
犯活動組織が連携を図り、犯罪情報の共有化や活動の効率化、防犯活動の活性化を図ります

連携組織数 平成20年実績 ２団体 平成26年目標 ８団体

平成20年実績
市内パトロール
（委託）

平成23年度

実施状況と評価

市では、市内全域で空き巣、車上狙い、ひったくり、自転車盗難などの発生防止や、さらに子ど
もの安全確保のため、小学校通学路や幼稚園、保育園周辺のパトロールを警備会社に委託し、365
日毎日実施している。
なお、パトロール体制については2台のパトロール車で行っており、パトロール時間帯は1台を7時
から16時、もう１台が14時から23時までで実施しており、通学時間帯を含む、子どもの活動時間
帯をカバーしている。
見守り隊活動としては、高洲地区7月と12月に高洲移動防犯ステーションを拠点に、高洲地区合同
防犯パトロールを実施したほか、日の出地区、明海地区で、自治会やＰＴＡなどが合同で防犯パ
トロールを実施した。

■平成24年3月末現在実績値
①継続 ②3団体

【評価】
子育て支援総合計画に掲げる事業については、浦安市防犯計画の目標とする、「市民が安心し

て生活することができる地域社会の実現」にもつながることから、防犯計画に定め、市の責務と
している、児童の安全対策が遂行できていることからも評価できる。

平成24年度
事業予定と
今後の課題

登下校時の子どもの安全を確保するとともに市内での犯罪発生抑止に努める。
市内見守り隊の活動組織の拡充

事業番号 97 事業名 通学路パトロール（市内見守り隊活動支援等）

実施 平成26年目標 継続
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平成24年度
事業予定と
今後の課題

常設施設として位置付けることに難しさがある。市のイベントの際、移動あかちゃんほっとす
てーしょんを周知し、臨時の施設として利用促進を図っていく。

こども家庭課

平成26年目標 １５箇所

平成23年度

実施状況と評価

平成22年度にあかちゃんほっとすてーしょんを中央公民館に設置したが、平成23年度について
は、今後設置を検討中である。

【評価】
あかちゃんほっとすてーしょんに賛同いただける企業が少なく、公民館１施設に設置となって

いるが、すでに設置している企業などに「あかちゃんほっとすてーしょん」と位置付けることが
できるよう働きかけていく予定。

また、今後、新たに設置をしていくことも課題となる。

計画内容

市内の事業所等の協力を得て授乳とおむつ替えが可能な休憩スペースを設置します。また、併
せて公共施設にも設置を進めていきます。

授乳場所設置箇
所数

平成20年実績 －

計画内容

17年度から19年度にかけて、国道357号線沿いに12基設置したスーパー防犯灯を適正に管理運用
します。

スーパー防犯灯
の運用

平成20年実績 運用 平成26年目標 継続

平成23年度

実施状況と評価

本市を東西に通っている国道357号線沿いに数箇所架かっている陸橋付近を中心に、過去に犯罪が
多く発生していて死角が多く、周囲に人家等がなく被害にあってもすぐに助けを呼べない場所
に、防犯カメラや警察への通報装置を備えたスーパー防犯灯（街頭緊急通報装置）を、平成17年
度から19年度の3ヵ年計画で各年度4基の計12基を整備し、犯罪抑止と犯罪被害者の早期救済を目
的に運用している。

■平成24年3月末現在実績値
継続 12基を運用

【評価】
子育て支援総合計画に掲げる事業については、浦安市防犯計画の目標とする、「市民が安心し

て生活することができる地域社会の実現」にもつながることから、防犯計画に定め、市の役割と
している、犯罪の機会を減少させるための環境の整備が図られている。

平成24年度
事業予定と
今後の課題

機器の運用や記録映像等の情報管理を適正に行う。

（３） 子どもと子育てを支える地域づくりの推進

事業番号 99 事業名 あかちゃんほっとすてーしょんの設置 担当課

98 事業名 スーパー防犯灯の運用 担当課 防犯課事業番号

66



平成23年度

実施状況と評価

平成22年４月１日より子育て支援パスポート事業を開始。72店舗の事業所にて協賛いただいてい
る。

■平成24年3月末現在実績値
協賛店舗数 72店舗

【評価】
平成22年度61店舗の協賛であったが、平成23年度は、５店舗増の66店舗まで増加することがで

きた。
今後、更に協賛店舗を増加することが課題となる。

平成24年度
事業予定と
今後の課題

引き続き実施する。

計画内容

子育て家庭などに、地域での子育て支援の一つとして、市内の商店等で割引や付加サービス等
特典を受けることができるパスポート事業の充実を図ります。協力事業所の通年の募集を図り、
利用範囲の拡大に努めます。

また、事業に対するアンケート調査等実施し、26年度以降の実施について検討します。

協力店舗募集 平成20年実績 Ｈ２２実施 平成26年目標 検証

事業番号 100 事業名 子育て支援パスポート事業の充実 担当課 こども家庭課
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平成24年度
事業予定と
今後の課題

引き続き実施いていく。

６人

平成23年度

実施状況と評価

市内で活動する子育て・家族支援者として充分な地域と技術を習得する「子育て・家族支援者養
成講座」3級および2級を実施した。また、すでに活動をしている支援者および子育てケアマネ
ジャーへの
バックアップ研修も実施した。

●3級講座 平成23年5月～7月実施
一般コース（受講者：23名、認定者：20名）
児童育成クラブ指導員コース（受講者：17名、認定者：15名）

● 2級講座 平成23年9月～11月実施
受講者：16.名・認定者：19名（平成22年度までの準認定者等含む）

● 3級･2級修了生 バックアップ研修 17回実施
● 子育てケアマネジャー バックアップ研修 ６回実施

■平成24年3月末現在実績値
①20名 ②15名 ③実施なし ④実施なし

【評価】
３級講座開始から６年が経過するが、開催のたびに新たな受講生が集まり、子育て・家族支援

者養成講座の存在が定着していると感じる。
これまでに３級認定者の活動の場としては、市主催事業での託児保育者・ファミリーサポート

センターまかせて会員・児童育成クラブ指導員など市内のさまざまな子育て支援の場に広がり、
２級認定者も子育てケアマネジャーやファミリーサポートセンター特別まかせて会員などさまざ
まな活動を行っている。また、２級認定者による子育て支援活動を行うる団体も新たに生まれて
おり、市内に自発的な子育て支援の輪が広がっている。

Ｈ23実施予定 平成26年目標１級認定者数④ 平成20年実績

８人

２級認定者数② 平成20年実績

101 事業名 【重点】 子育て･家庭支援者養成事業の実施

20歳以上の市内在住、在勤の方を対象に、市内で活動する子育て・家族支援者として十分な知
識と技術を習得する、延べ10日間、30コマの講座を実施。講座修了後は認定者の方が支援者とし
ての、活躍の場の紹介やバックアップ研修も行い、講座で学んだ知識を生かし、地域での実践に
つなげていきます。

計画内容

平成26年目標 充実

担当課 こども家庭課事業番号

充実３級認定者数① 平成20年実績 ３１人

平成26年目標 充実

平成26年目標

１７人

子育てケアマネ
ジャー者数③

平成20年実績

68



平成24年度
事業予定と
今後の課題

引き続き実施していく。

事業番号 102

継続

事業名

平成23年度

実施状況と評価

妊娠中から未就学児を持つ市民を対象に、子育てに関する情報収集や情報交換、地域を越えた交
流が行える場所を提供する子育て応援メッセの実施に対し、実行委員会に補助金を交付した。

■平成24年3月末現在実績値
参加者数 2,717名

【評価】
平成23年9月23日に子育て応援メッセが実施され、市で子育て支援活動を行う団体が一堂にあつま
り、行政機関などの情報が収集できる場として、好評のうちに終了した。

計画内容

妊娠中の方から未就学児を持つ方を対象に、子育てに関する情報収集や情報交換、地域を越え
た交流が行なえる場を提供する子育て応援メッセを開催するため設置される、実行委員会に運営
費補助金を交付します。

子育て応援メッ
セ開催

平成20年実績 実施 平成26年目標

【重点】 子育て応援メッセ実行委員会補助金交付 担当課 こども家庭課
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